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　　　　　　北オセチアでの悲しい学
校占拠事件がありました。中東でも、中央
アジアでも、アフリカでも紛争が絶えません。
憎しみは憎しみの、悲しみは悲しみの連
鎖を生みます。思い出の中にそれらをか
かえて子どもたちは大人になり、未来をつ
くる・・どんな世界が待っているのでしょうか。 
　「子どもという聖域が失われたら私達
は一体何を聖域と呼べるのか」というキ
ャロル・ベラミ－さんの言葉が何度も心に
響きます。（K） 

〒658-0081  神戸市東灘区田中町5-3-18 
　　　　　　　コープこうべ生活文化センター4F 
TEL 078-435-1605　FAX 078-451-9830
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ボランティア募集 
　みなさんの大切な時間、ボランティア活動を通じて世界の

子どもたちのことに目をむけてみませんか。学習会の講師や

イベントへの参加、事務局、広報誌作成など。あなたにあっ

たものを見つけてください。新たにマペット人形をつくる予

定です。興味のある方、ちょっとのぞいてみませんか。ご連

絡お待ちしています。 

●ユニセフ募金 ～ご家庭で学校で職場で～ 
いただきました募金は、日本ユニセフ協会からユニセ

フ本部、そしてユニセフ現地事務所を通じて世界の子

どもたちの支援活動に使われます。 

　◆郵便振替でお願いします 

　◆口座番号：00190-5-31000 

　◆加入者名：（財）日本ユニセフ協会 

　◆通信蘭に「K1－280兵庫県支部」とご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●会員って ユニセフ協力活動を行なう日本ユニセ
フ協会を、会費によって支援します。 

　◆一般会員…個人ならどなたでも　 

　◆学生会員…18歳以上の学生 

　◆団体会員…団体、法人、企業　 

　※申込み方法についてはお問い合わせください。 

＊ご協力ください＊

1口  　 5,000円 

1口   　2,000円 

1口 100,000円 

●
ピ
ラ
ー
・
キ
ャ
ン
ド
ル 

●直接本部へFAX注文される方は 
　右記のように記入欄の最初の欄 
　に「469」とご記入ください。 

ユ ニ セ フ 
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『ユニセフ・カードとギフト 
　　　　　  秋・冬号 2004』到着 

毎月7日はカード・グッズの販売日です！ 
〈コープこうべ生活文化センター1階ロビー〉 

カ－ド・グッズについては、結婚式
案内状・記念品として購入される
方や、色々な活用方法があります。
販売日以外でも、購入をご希望の
方は、お気軽に事務局までご連絡
ください。［　 078-435-1605］ 

世界の子どもたちのために 
（2004年秋） 

〒658－0081 
 
TEL. 078－435－1605   FAX. 078－451－9830

神戸市東灘区田中町5-3-18 
コープこうべ生活文化センター4F

（財）日本ユニセフ協会 
兵 庫 県 支 部 「安心して眠れるようになったよ」 

Vol.10

○UNICEF WCAR/Kent PageC

緊急募金のお願い 

郵便口座：00110－5－79500 
財団法人日本ユニセフ協会 

郵便口座：00110－5－79500 
財団法人日本ユニセフ協会 

イ ラ ク 

バングラデシュ 

郵便口座：00190－5－31000 
財団法人日本ユニセフ協会 アフガニスタン 

郵便口座：00190－5－31000 
財団法人日本ユニセフ協会 ア フ リ カ 

※ご寄付は郵便局指定の振込用紙をご利用の上、上記口座ま
　でお振込みください。 
※通信欄に「国名と K1－280兵庫」と明記 
※バングラデシュ、イラクは手数料免除。アフガニスタン、　
　アフリカは手数料加入者負担。 

102 3 日 土 

●アフリカ特集（2、3） 
　　●研修会、学習会報告（4） 
　　●関西学院大学ハビタット報告会（5） 
　　　アフリカ・ザンビアからの報告（5） 
　　　ハンド・イン・ハンドに参加しませんか（5） 
●募金ありがとうございます、ボランティア募集（6） 



2 3ユニセフ兵庫ニュース Vol.10   2004年秋 ユニセフ兵庫ニュース Vol.10   2004年秋 

報告会「サハラ砂漠を緑の大地に」 

「アフリカ写真展」をみて

　こんなことがおきているなんて…。

今までなんで気づかなかったんだろう。

　自分はちゃんと食事がとれる。服も

かってもらえる。おこづかいももらえ

るのに、アフリカの子どもたちは死ん

でいくばかりなのに、こんなことをし

てて、いいのかと思った。エイズとか

病気にかかっている子どもたちをみす

てているように思った。とてもかわい

そう…。わたしは助けたい。今までぜ

いたくをしてきた自分をすてて、アフ

リカへ行って、おこめやおにぎりを食

べさせてあげたい。

　せんそうや、病気もなくなってほし

い…。　（9さい）

　日本政府は、お金を送るだけの援助

ではなく、現地の人たちが自分たちで

やっていく力をつけるために指導者と

なる人を派遣すべき。箱モノ対策では、

現地人が何を本当に欲しているのか見

えない。ニーズに耳を傾けるべきだ。

派遣されていってもお金がない！！

ユニセフ写真展「今、アフリカで起きていること」 
■8月12日（木）～30日（月） 
■コープこうべ生活文化センターにて 

NGO「緑のサヘル」高橋一馬さん報告会 
■9月16日（木）…コープこうべ生活文化センター 
■9月17日（金）…コープカルチャー姫路 

※国データは主に「世界子供白書2004」による。 

チャド―主要データ 
国名：チャド共和国 
面積：128.4万k㎡（日本の約3.4倍） 
人口：834万8,000人（2002年） 
首都：ンジャメナ 
　乳 児 死 亡 率：117（出生1,000人中）2002年 
　5歳未満児死亡率：200（出生1,000人中）2002年 

レソトからの報告 ユニセフレソト事務所勤務　末廣有紀さん報告会 ■7月20日（火）…ユニセフ県支部事務所 

ケニア・ウガンダからの報告 NGO「モヨチルドレンセンター」松下照美さん報告会 ■8月30日（月）…コープこうべ生活文化センター 

「教員対象セミナー」大阪支部主催 
■8月18日（水）・19（木）…ユニセフ大阪支部 

研修に参加して！（中央アフリカ共和国） 

大阪支部学習会  
■7月17日（土）…ユニセフ大阪支部 

ユニセフ・ザンビア事務所勤務 

中央アフリカ―主要データ 
国名：中央アフリカ共和国 
面積：62.3万k㎡（日本の約1.5倍） 
人口：381万9,000人（2002年） 
首都：バンギ 
　乳 児 死 亡 率：115（出生1,000人中）2002年 
　5歳未満児死亡率：180（出生1,000人中）2002年 

シエラレオネ―主要データ 
国名：シエラレオネ共和国 
面積：7.1万k㎡ 
人口：476万4,000人（2002年） 
首都：フリータウン 
　乳 児 死 亡 率：165（出生1,000人中）2002年 
　5歳未満児死亡率：284（出生1,000人中）2002年 

西本伴子さん現地報告 

レソト―主要データ 
国名：レソト王国 
面積：3.0万k㎡（四国の約1.7倍） 
人口：180万人（2002年） 
首都：マセル 
　乳 児 死 亡 率：64（出生1,000人中）2002年 
　5歳未満児死亡率：87（出生1,000人中）2002年 

　「私にはこれしか出来ない」と寡黙に

語る高橋一馬さん。そのまなざし、人柄

から、サハラ緑化への夢と情熱が、熱く

強く私達に伝わってきた。優しさが強さ、

を全身であらわしているような方だった。 

　20年近い歳月の中で、「緑のサヘル」

が苗を育て、やる気のある住民が植え

て管理する方法で、数十万本もの木が

植えられ森になったところもあると言う。

一言でいうがそこに至るまで並大抵のこ

とではない。実際、病気に倒れられた

事も一度や二度ではない。 

　高橋さんは、1986年、半年間サヘル

地域（サハラ砂漠南縁部）を歩き、砂漠

化防止と食糧自給を活動の柱にする

NGO「サヘルの会」を設立。その後、

紆余曲折を経て1991 年 NGO「緑のサ

ヘル」として活動を再開。今回が3度目

となるサイクルキャンペ－

ンでは、2カ月をかけて

日本縦断（宗谷岬～鹿

児島）しながら、砂漠化

の現状やそこで暮らす

人々、民族紛争による難民の窮状を各

地で報告された。9月16日に兵庫県に

入られ、葺合高校と県支部で報告会を

開催（その後姫路でも）。 

　現地の人々や食べ物、バオバブの木、

風景などの写真スライドもまじえながら、色々

な角度からお話を伺うことが出来た。ス

－ダン西部ダルフ－ル地方での民族紛争

が激化している時でもあり、もともと難民

が出てもおかしくない

ほど貧しい地域である

にもかかわらず、ス－

ダンからの難民がどん

どん来ていて、地元

民も食料がほしいため難民認定を受けた

がると言う生 し々い話も。 

　家族の中であっても、子どもより大人

が先に食料を食べてしまうという。「母

親ですら、炊き出しに子どもを連れてき

て横から取って食べる。その中で、

自分は一口も食べずに孫に食べ

させていたおばあちゃんが、暫く

来ないと思っていたら力尽きて死

んだと聞いた。しかし彼女には

わかっていたのだ。本当に自分

たちの未来を変えたければ、子

どもの未来を考えるしかないのだ

ということが…」そう語る高橋さ

んの瞳には、うっすら涙とともに、

厳しいとすら思える光を感じた。 

　アフリカの美しい風景とともに、腰を曲

げて荒土のような土地から、食べるため

に草を摘むおばあちゃんの写真が心に焼

き付く。 

　その後の質疑応答で、「活動で嬉しか

った事は？」との質問に「農業指導・植

林をしていて『収穫が増えた』と言った時

の人々の笑顔です」と答えられた時の高

橋さんは、いつの間にか、もとのおだや

かな笑顔にもどられていた。 

ザンビア―主要データ 
国名：ザンビア共和国 
面積：75.2万k㎡（日本の約2倍） 
人口：1,069万8,000人（2002年） 
首都：ルサカ 
　乳 児 死 亡 率： 
　　 108（出生1,000人中）2002年 
　5歳未満児死亡率： 
　　 192（出生1,000人中）2002年 

ケニア―主要データ 
国名：ケニア共和国 
面積：58.3万k㎡（日本の約1.5倍） 
人口：3,154万人（2002年） 
首都：ナイロビ 
　乳 児 死 亡 率：   
　　　　78（出生1,000人中）2002年 
　5歳未満児死亡率： 
　　　　122（出生1,000人中）2002年 

 

 

 

 

 

 

 

 

　「自分の近くにいる子どもたちからとりあ

えず何とかしたい」という松下さんの講

演会に参加し、活動内容を聞いて、日本

のひとりの女性の力でここまでできるもの

なのか、と非常に感銘しました。 

　「なぜアフリカなの？」この問いに対して 

　「出会ってしまった…」 

　他国の人のために自分の人生の全て

を捧げるという強

い思いを私は今

まで持ったことはありませんが、松下さん

のお話を聞き、松下さんのような活動を

する方 を々応援、支援する活動には携

わりたいと改めて思いました。自分にでき

る可能な限りで、今後もユニセフの活動

に取り組みたいと思います。（中川聖美） 
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●アフリカ特集 

　夏の暑い2日間、ユニセフ大阪支部で行われた教職員対象の研修会に

参加しました。学校でのユニセフ学習の取り組み事例の発表と外務省職員

による中央アフリカでのユニセフ活動の報告でした。 

　恥ずかしいことにお話を聞くまでは中央アフリカはアフリカ大陸の中央に位

置する地域の国 を々指しているのだと

思いこんでいましたがすぐに頭の中で

訂正することができました。（国名でした！） 

　ユニセフの活動としては基本的な保健、

医療活動、教育活動、エイズ対策（若

年感染者への抗ウイルス剤投与、エイズ孤児対策等）、児童保護対策など

幅広くこども達を守る活動に昼夜奔走しているという報告を聞きました。 

　興味深かったことは日本の子どもたちが使うクレヨンの箱の中には肌色とい

う色が入っていますが（日本では肌色は１本ですが…）、アフリカではクレヨ

ンの色はほとんどが肌の色で、私たち日本人中心に考えたら偏見になるとい

うこと。 

　またユニセフの活動からの話は暗いこと、悲惨なことなどが多いのですが、

中央アフリカ共和国は気候もよし、トロピカルフルーツは美味しく、人びとは

性格のよい人が多くとても住みやすい、また訪れたいと思う国とのことでした。 

　広い目と心で世界の現状を聞かせて頂けたよい機会でした。（白土典子） 

　彼女からは「とにかくアフリカのことを知っ

て欲しい」という思いがあふれていた。 

　エイズ孤児の実態やユニセフの活動に

ついてふれた後、「子ども時代は幸せであるべき。自分の存在を否定

したり自分自身をせめたり、そんな生き方をさせてはならない」ときっぱり

と言われた。 

　“強いことはやさしいこと”ユニセフ活動に限らず、自己実現してい

る人はなんと輝いていることか。あたたかく大きい贈り物をいただいた。 

　末廣さんの報告会で、本やビデオから

では分からなかった話しがとてもリアルに

聞けたと思います。特にわたしが興味を

もったのは、子どもの就学率と家畜の世

話をする少年についての話でした。レソ

トでは子どもの就学率がとても高く、しか

も男子よりも女子の就学率の方が高いこ

とに驚きました。 

　今まで見てきた国々では女子の識字

率や就学率が男子に比べてとても低かっ

たからで 

す。家畜の世話をする少年は、家が貧

しいために他人の家畜の世話をします。

しかし、世話をするために人から隔離され、

家畜と生活をするのです。 

　そのため少年は動物のように本能の

みで生きる子になってしまうのです。これは、

一種の虐待だと思いました。この少年に

ついてとても詳しく聞けてよかったと思い

ました。それからユニセフが外国で活動

していることやそれにはどんな効果があ

るのか、国の人々の反応など実際に現

場に行かなければわからないことがたくさ

んわかりました。　（藤田佳美） 
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学習会報告
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日新信用金庫 
30周年記念チャリティーゴルフ大会 

ろっこう医療生協 
“1万人の健康フェスタ” 

～皆様からのお便りをもとにご紹介しています、投稿募集中！～ こんなことしてます
姫路青年会議所 

7月“Love&Peace”例会 

※
写
真
は
、各
主
催
者
か
ら
提
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　「見えない戦争」とも言われる、エイズの猛威が吹き荒れるアフリカ。
戦う子どもたちの現状を伝え続ける新聞記者のスライド映像による報
告です。 
　●日　時　11月13日（土） 
　　　　　　 13：30～15：30 
　●会　場　 コープこうべ生活文化センター5Ｆ会議室 
　●講　師　 毎日新聞・社会部記者　中尾卓司 

『ハンド・イン・ハンド』 
 に参加しませんか。 

関西学院大学 上ヶ原ハビタット報告会 
私たち頑張っています！！

　ユニセフ（国際連合児童基金）では、毎年12月23日を『ハンド・イン・
ハンド』（街頭募金活動）の日とし、広くみなさんに募金のお願いをし
ています。 
　当日ボランティアとしてご協力いたいただける方を募集いたします。
趣旨をご理解いただき、『ハンド・イン・ハンド』に参加してみようと思
われる方、どうぞお気軽にお問い合わせください。 

　●日　時　12月23日（祝・木） 
　　　　　　 午前11時～午後2時（予定） 
　●会　場　 三宮、元町、住吉、西宮北口、名谷ほか 
　●テーマ　 「みんなで守る幼い命～5歳の誕生日を笑顔で！」 
　◎当日は現地集合、解散になります。 
　◎詳細につきましては、お申込みいただいた方に後日お知らせい
　　たします。参加ご希望の方はご連絡ください。 

あいめっせフェスティバル2004　●日時　11月20日（土） 　●会場　イーグレ姫路 
　　～男女（とも）に住みよい社会をめざし、夢いっぱい　みんなでつくろう　虹のまち～ 

 

　日本で最初の子どもの権利条例（公的子どもオンブズパー

ソン条例）を創設した川西市の中学校から授業要請を受けた

と聞き、緊張しました。打合せの時ＴＶ番組「世界が100人

の村だったらⅡ」や毎日新聞の ｢シエラレオネ報告｣ ビデオも

授業に取り入れられているとのお話を聞き、噛み合う内容にし

なければと2000 年の『世界子ども白書』ビデオを教材に選

びました。 

　｢ストリート・チルドレン、紛争、エイズ｣ という子どもの命を

脅やかしている21世紀の課題を扱っていたからです。全体

紹介と問題別に分け、4人で発表することにしました。熱が

入りすぎて時間オーバーしてしまいましたが、｢最後までよく聞

いてくれ、ありがとう｣ と生徒たちに言いたいです。（戸崎文子） 

 

　この地域ではまず夏に青少年育成協議会の時にミニユニ

セフ学習会と『With』のビデオを上映し、参加された中学

校の校長先生からのお声で今回の学習会実施となりました。 

　学習会は1年生～３年生までが対象でした。自分達と全

く違った環境にいる途上国の子どもたちのことを理解してもら

うことは、本当に難しいこと。その上、私たちが当たり前の

生活だと思って過ごしている毎日がどんなにありがたいことな

のかを、伝える術がないことを実感しました。でも、これか

らが彼らにとってのスタートになりますように、と願った時間で

もありました。 

「私たちがフィリピンで学んだこと」 

毎日新聞・社会部記者による 

アフリカ・ザンビアからの報告「エイズと子どもたち」  

ユニセフ  

　●日　時　10月31日（日） 
　　　　　　 13：00～14：30 
　●会　場　 コープこうべ生活文化センター 

見えない「戦争」 

　関西学院大学上ヶ原キャンパスの学生が今年の夏フィリピン・
マニラのバナイ地区を訪問し、現地の人と家を建設してきました。 
　彼らがフィリピンで見たもの・感じたこと、経験したことなど、
彼らの感想と共に、フィリピンの今を、いっしょに学びませんか？ 
 

 

参加お申し込みは兵庫県支部まで TEL 078-435-1605  FAX 078-451-9830

9月6日（月）、8日（水）有馬カンツリーゴル
フ倶楽部にて「日新信用金庫30周年記念チ
ャリティーゴルフ大会」を開催。たくさんの募
金をいただきました。 

7月14日（水）ホテルサンガーデン姫路にて「世
界子供白書からのメッセージ」として学習会
を開催。地球市民として国際貢献に繋げたい
と外国コイン募金もいただきました。 

10月9日（土）、台風の中かけつけてくださ
ったアグネス・チャンさんの講演会では「命
の大切さ」を途上国の子どもたちの現状を
通して熱く語ってくださいました。 
 

■これまでに訪問して開いた学習会 
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コ－プこうべ第2地区平和のつどい 

神戸市職労兵庫県支部 

神戸市職労須磨支部青年婦人部 

創価学会「太陽地区」 

コ－プこうべ第8地区 

コ－プこうべ労働組合 

川西市立多田中学校 

神戸市立淡河中学校 

御津町立御津中学校 

組合員、子ども～大人 

組合員 

組合員 

小学2年～大人 

組合員 

職員 

全校生 

全校生 

３年生 

11 

30 

26 

18 

25 

4 

6 

8 

26

訪問日 訪問先 対象 

150 

40 

20 

50 

16 

92 

810 

113 

35 

 

人数 

●川西市立多田中学校での学習会 ●神戸市立淡河中学校の学習会 

研修会に参加して ユニセフ・ともしびチャリティー 
バザー＆オークション開催 

ユニセフパークプロジェクト2004 
「サマーキャンプ」 

石本　愃子 

阪神・淡路大震災10周年記念行事 
 

 

 

　8月5日、6日三重での研修会に参加した。前日の台風10

号の影響で河川は増水し時折激しい雨が降った。津で湯ノ

山線に乗り換えると数人の乗客になり山間をのんびりと走って

湯ノ山温泉駅に着いた。「石本さ～ん」「えっ‥‥」と

その声のする方を探し振り向くと「あっ、福ちゃ～ん」

彼女はベトナムスタディーツアーで12日間一緒に過ご

し感動を共にした仲間だった。４年振りの再会でその

後はしばしお喋りに花が咲いた。 

　今回は12の支部 7つの友の会から３８人が参加し自

己紹介で始まった。参加者を中心に進められ活動報告、また

抱えている問題など意見を出し合いとても盛り上がった。若者

の参加に力をいれいろんなアイディアが紹介された。幼稚園、

小学校で人形劇や紙芝居をするには高校生、大学生のボラ

ンティアが最適であり子どもに自主的にやらせそれをサポートす

ることが大切なんだということを学んだ。石川友の会からは高

校生ボランティアが参加して堂 と々自分達の活動を報告した。

地域組織のなり立ちも運営の仕方もみんな違いいろんな活動

があり、そこで頑張っているボランティアの皆さんの元気と行動

力に感心した。また、自分達と同じ立場で同じ悩みを持って

いる人達の生の声を聞く事ができ勇気付けられた。活動は楽

しく継続性のあるものにしたいと改めて感じた。そして何よりも

ユニセフ活動を通して友達の輪が広がっていくことがうれしい。 

 

 

 

　10月2日（土）、3日（日）の2日間、コープこうべ生活文化セン

ターで「ユニセフ・ともしびチャリティーバザー＆オークション」

が盛大に行われ、約7000人の人が参加。

たくさんの商品の提供やご寄付でご協

力いただいた企業、団体のみなさん、

会場に足を運んでくださった参加者の

みなさんに、心からお礼申し上げます。 

　今回の収益金はユニセフとコープとも

しびボランティア振興財団で大切に使わせて

いただきます。 

 

 

 

　8月24日（火）～27（金）子どもたちが、自然の中で自由に遊び

回り、みんなで考えみんなで遊び場を創りだすキャンプ。２００５

年3月の国際キャンプのプレイベントとして開催。どの顔も楽しそう。 

 

 

 

 

 

 




